
はじめに

原爆被爆と悪性腫瘍との関係は十分に確立され

ている４－６）。加えて、近年は、原爆被爆ががん以

外の疾病、例えば心筋梗塞、甲状腺疾患、慢性肝

疾患にも影響することが示されている４，５）。日本人

被爆者の健康については研究が多いが、韓国人に

ついてはごく少ない。よって、韓国人被爆者のが

ん以外の疾病への被爆の影響が明らかにされる必

要がある。

対象と方法

�研究対象と健康診断
韓国の被爆者の多くは慶尚南道陜川に住んでい

るので、２００４年に陜川にて健康診断を実施。自記

式質問紙調査により被爆歴を調査。医師と医学生

が、回答の妥当性を面接聞きとりにより確認。日

本政府発行の被爆者手帳の記載も調査。

対照群は、第２回韓国全国保健栄養調査参加者

から抽出。全国保健栄養調査は全国民から無作為

抽出した人について面接と健康診断を実施。６７８６

人の健診受診者中１２３３人が２００４年度の韓国被爆者

健康診断受診者と同じ年齢。陜川が郡部であるた

め、１２３３人から郡部居住者４６３人を抽出。この４６３

人の中の女性比率が被爆者より高かったので、無

作為に女性９１名を除外し、３７２人を対照群とした。

国家人権委員会が研究計画を承認。調査に参加

した全被爆者からインフォームドコンセントをえ

た。

�統計解析
被爆者群と対照群との間の差の単変量分析に

は、t 検定、Wilcoxon rank-sum 検定、あるいは χ
二乗検定を使用。被爆に関して、高血圧、慢性肝

疾患、糖尿病と耐糖能異常、高コレステロール血

症、腎機能異常の粗オッズ比と調整オッズ比を算

出。調整オッズ比の算出に際しては、年齢、BMI、

性（男性／女性）、結婚（既婚／未婚・別居・死

別・離婚）、教育（高校以上、中学以下）、普段の

飲酒（週１～２回以上／週１～２回未満）、喫煙

（非喫煙／過去喫煙／現在喫煙）を共変量として

ロジスティック回帰分析を行った。
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結 果

被爆者２２３人が調査に参加した。２００４年の韓国

人被爆者の１０％に相当する。被爆者群の被爆地、

被爆時年齢、爆心地からの距離、被爆時の遮蔽状

態を表１に示した。

両群の現在の年齢、性、結婚、教育、喫煙、普

段の飲酒を表２に示した。被爆者群は、結婚して

現在も配偶者がいる率、教育なし・小学・中学卒

の率、非喫煙者の率が、統計学的に有意に、対照

群より高率であった。

単変量比較では、被爆者群は、空腹時血糖、ク

レアチニンが、統計学的に有意に対照群より低く、

拡張期血圧、AST、ALT、尿素窒素が有意に高

値であった（表３）。

被爆者群の対照群に対する粗オッズ比が有意に

高かったのは、慢性肝疾患のみであった。しかし、

調整オッズ比にした場合は、高血圧、慢性肝疾患、

高コレステロール血症で有意に高かった。（表４）。

考 察

Shimizu らは、被ばく線量の増加に伴い高血圧

性心疾患による死亡が増加したと報告１１）。Sasaki

らは、被爆が血圧上昇に関係すると報告１２）。

Akahoshi らは、被ばく線量が、年齢、性、BMI、

喫煙、飲酒習慣とは独立に、脂肪肝、低 HDL コ

レステロール、中性脂肪高値と正の相関を示すと

報告１３）。Wong らは、被爆者における１９５８年から

１９８６年までの血性コレステロールの上昇は、被爆

表１ 健康診断受診者の被爆歴

表２ 研究対象の全体像

**P＜０．０１

表３ 被爆者群と対照群との間のがん以外の疾病に
関する臨床指標の単変量分析

**P＜０．０１．

被爆者群（２２３人） 対照群（３７２人）

年齢（歳） ６８．３±６．６ ６８．４±７．２

性 男
女

１０５（４７．１％）
１１８（５２．９％）

１７５（４７．０％）
１９７（５３．０％）

結婚＊＊ 未婚
別居
死別
離婚
既婚

８（３．７％）
０

４４（２０．２％）
０

１６６（７６．１％）

０
１（０．３％）

１１２（３０．１％）
８（２．２％）

２５１（６７．５％）

教育＊＊ 教育なし
小学校
中学校
高校
短大／大学

１４７（６５．９％）
５７（２５．８％）
１２（５．４％）
４（１．８％）
２（０．９％）

１８０（４８．４％）
１１６（３１．２％）
３６（９．７％）
３３（８．９％）
７（１．９％）

喫煙＊＊ 非喫煙
過去喫煙
現在喫煙

１４８（６６．７％）
２８（１２．６％）
４６（２０．７％）

１８０（５１．４％）
５３（１５．１％）
１１７（３３．４％）

飲酒 なし
月１回
月２～３回
週１～２回
週３～４回
毎日

１６０（７１．７％）
７（３．１％）
１０（４．５％）
１０（４．５％）
１０（４．５％）
４６（２０．６％）

２４７（６６．４％）
１５（４．０％）
１２（３．２％）
２７（７．３％）
２９（７．８％）
９８（２６．３％）

被爆者群
（２２３人）

対照群
（３７２人）

身長（�）
体重（�）
BMI（�/�）
収縮期血圧（mmHg）
拡張期血圧（mmHg）＊＊

AST（IU/�）＊＊
ALT（IU/�）＊＊
血糖（�/�）＊＊
コレステロール（�/�）
尿素窒素（�/�）＊＊
クレアチニン（�/�）＊＊
B 型肝炎表面抗原
陽性
陰性
尿糖
陽性
陰性
尿蛋白
陽性
陰性
尿潜血
陽性
陰性

１５６．６±９．０
５７．０±１３．６
２３．２±５．２

１３７．８±２２．９
８４．３±１３．２
３４．２±２０．７
２３．６±１３．４
９５．０±２９．３
２００．１±３９．２
１６．６±５．０
０．９±０．２

６（２．７）
２１７（９７．３）

２１（９．４）
２０２（９３．５）

１２（５．４）
２１１（９４．６）

３９（１７．５）
１８４（８２．５）

１５６．０±９．７
５６．８±１０．２
２３．３±３．２

１３６．３±２２．０
７９．０±１２．０
２５．４±９．０
２０．３±９．６

１０３．３±２０．４
２００．５±３２．２
１５．４±３．９
１．０±０．２

１３（３．５）
３５９（９６．５）

２２（５．９）
３５０（９６．４）

１５（４．０）
３５７（９６．０）

５１（１３．７）
３２１（８６．３）

人数 ％

受診者数 ２２３

年齢（歳） ５８－５９
６０－６９
７０＋

６
１３９
７８

２．７
６２．３
３５．０

被爆地 広島
長崎

２１６
７
９６．９
３．１

被爆時年齢（歳） 胎内
０－９
１０－１９
２０＋

３
１２９
７０
２１

１．４
５７．９
３１．４
９．４
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していない人々より、男女とも有意に大きかった。

がん以外の疾病の危険度も同様に高かったと報

告１４）。今回の研究では、韓国人原爆被爆者は、高

血圧、慢性肝疾患、高コレステロール血症の有病

率が高いことが示された。この結果は、日本人被

爆者のがん以外の疾病に関する過去の所見と一致

する。

韓国人被爆者は、被爆に加えて、その後の就学、

生活上の困難にもみまわれており、それらの困難

が健康に影響している可能性もある。生存者の多

くが小児期に被爆しているということは、両親も

被爆していることを意味する。生存者や両親の被

爆による健康障害は、教育歴に影響した可能性が

ある。

われわれの結果の解釈に際して、いくつかの制

限を考慮する必要がある。生存している被爆者の

多くは当時子供あるいは若年であり、既に５９年が

経過した。よって韓国人被爆者の被ばく線量の把

握は困難であり、健康影響調査を難しくしている。

また、われわれは生存者の栄養状態を評価してい

ない。本研究で調査した臨床指標は栄養に関連し

ており、栄養状態の評価が必要。本研究は断面調

査であり、縦断的追跡研究なしには、今後の健康

予測はできない。最後に、今回の研究ではがんに

ついて調べておらず、がんに関するさらなる研究

が必要である。

本研究は、被爆が韓国人被爆者の健康に影響し

ていることを示唆した。原爆投下以来、長い年月

が過ぎたが、被爆関連の健康障害はなお発生して

いる。韓国人被爆者の健康に関する研究は今後も

必要である。

（本研究は、韓国・国家人権委員会の支援を得

た。大邱赤十字病院、韓国原爆被爆者協会陜川支

部長・Jin-Tae Shim 氏、人道主義実践医師協議

会役員・Hee-Kyung Lee 氏・Mi-Jin Rha 氏、ボ

ランティアの医師、医学生、財団法人・放射線影

響研究所・赤星正純氏、長崎ヒバクシャ医療国際

協力会の協力に感謝する。）
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